
第１学年 技術・家庭科指導計画表令和５年度

使用教科書 使用補助教材 教科担当者 時 数

技術分野 澁谷 泰博 週２時間開隆堂 技術・家庭 家庭分野 大野 更子 年７０時間
大松澤まどか

１ 教科目標

生活の営みに係る見方・考え方や技術の見方・考え方を働かせ，生活や技術に関する実
践的・体験的な活動を通して，よりよい生活の実現や持続可能な社会の構築に向けて，生
活を工夫し創造する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
（ ） 生活と技術についての基礎的な理解を図るとともに，それらに係る技能を身に付け1

るようにする。
（ ） 生活や社会の中から問題を見いだして課題を設定し，解決策を構想し，実践を評価2

・改善し，表現するなど，課題を解決する力を養う。
（ ） よりよい生活の実現や持続可能な社会の構築に向けて，生活を工夫し創造しようと3

する実践的な態度を養う。

２ 評価の観点と評価方法
観 点 の め あ て
評 価 の 方 法

観 点

， 。
知識及び技能

生活と技術について理解しているとともに それらに係る技能を身に付けている
ワークシート，ペーパーテスト（定期考査等 ，実習及び製作品，実技テスト）
生活や社会の中から問題を見出して課題を設定し，解決策を構想し，実践を評価思考力 判断力， ，
・改善し，表現するなどして課題を解決する力を身に付けている。表現力等
ノート・ファイル等，レポート，授業観察，製作品(製作過程含)，定期考査
よりよい生活の実現や持続可能な社会の構築に向けて，課題の解決に主体的学びに向かう
に取り組んだり，振り返って改善したりして，生活を工夫し創造し，実践し

力，人間性等
ようとしている。
授業観察，自己評価表，レポート

３ 学習計画
【技術分野】

月 題 材 時数 学 習 の ね ら い 備 考

４ ○ガイダンス ２ ・ 材料や加工の特性等の原理・法則と基礎的
『材料と加工の技術』 な技術の仕組みを知る
１ 生活や社会を支える材 ・ 技術に込められた問題解決の工夫点を知

５ 料と加工の技術 ２ る。
２ 材料と加工の技術によ ・ 問題の発見と課題設定をする。

６ る問題の解決 ６ ・ 成形方法の構想と設計の具体化を図る。
製作に必要な図 ・ 製作に必要な図を書く １学期7,8
①構造、②図のかき方 ８ ・ 安全・適切な製作や検査・点検 期末考査
③構想まとめ ・ 設計を具体化する。 月 日9 12

（ ）安全・適切な製作、検査・ ・ 評価，改善および修正を行う。 火
点検 ・ 安全・適切な製作や検査・点検 日9,10 13

（ ）11,12 ①けがき，②切断，③切削 １２ ・ 設計を具体化する。 水
④組み立て，⑤表面仕上げ ・ 評価，改善および修正を行う
３，社会の発展と技術 ・ 生活や社会，環境との関わりを知る

１ 材料と加工に関する技術と ２ ・ 技術に込められた問題解決の工夫を行う
わたしたち 学年末

２ 『生物育成の技術』 ５ ・ 生物の育成に適する条件と育成環境を管理 考査
わたしたちの生活と生物育 する方法についての知識を知る。 月 日2 8

（ ）３ 成 木
日9

（ ）金



【家庭分野】

月 題 材 時数 学 習 の ね ら い 備 考

４ ○ガイダンス １ ・ 家庭分野のねらいと概要を知る。
「B衣食住の生活 衣生活」 ・ 衣服と社会生活とのかかわりを理解し，目５
１ 日常着の活用 的に応じた着用や個性を生かす着用を工夫す６ ６

る。
１学期・ 衣服の計画的な活用や適切な選択ができる

２ 日常着の手入れ ５ 期末考査ようにする。
７ 月 日・ 衣服の素材に適した手入れについて理解す 9 12

（ ）３ 火布を用いた物の製作 る。12
日・ 布を用いた物の製作を通して，基礎縫いが 13

（ ）８ 水できるようになり，生活を豊かにするための
工夫をする。９

10
「C消費生活・環境」11
１ 家庭生活と消費 ２ 学年末12 ・ 自分や家族の消費生活に関心を持ち，消費

考査者の基本的な権利と責任について理解する。
１ ２ 商品の選択と購入 ３ 月 日・ 販売方法の特徴について知り，生活に必要 2 8

（ ）な物資・サービスの適切な選択，購入及び活 木
２ ３ よりよい消費生活のた ３ 日用を考える。 9

（ ）めに ・ 消費生活のトラブルを理解し，その予防方 金
３ ４ 環境に配慮した消費生 ２ 法，対処方法について知る。

・ 自分や家族の消費生活が環境に与える影響活
， ，や 環境に配慮した消費生活について工夫し

実践する。

４ 授業への取り組み方，準備物

技術・家庭科は，技術分野と家庭分野からなり，それぞれの分野に担当教員がいます。１学期も
２学期も技術分野と家庭分野を週１時間ずつ行います。
普通教室での授業のほかに木工室や被服室などの特別教室での実習があります。怪我を予防し，
学習効果を上げるためにも以下のようなことに気をつけてください。

・ 特別教室への移動は休み時間中に済ませる。
・ 忘れ物をしない。提出物は期限までに提出する。

， ， ， 。・ ノートは 黒板を写すだけでなく 自分で気付いたことも書き込み 常に振り返りに利用する
・ 道具や機械をいたずらしない。また，使用後はしっかりと片付ける。
・ 教え合い，助け合い，わからないことは質問し，授業は常に協力しながら進める。

○ 準備物 技術：教科書，
家庭：教科書，ファイル（Ａ４サイズ）

・実習内容により，裁縫セット等が必要な場合があります。

５ 家庭での学習方法

製作実習で習得した加工技術を使った小破修理やボタン付け，ほころび直しなど，授業で学んだ内
容を実生活の中で実践することが，学習となります。家庭でも積極的にお手伝いをして，実践して
みよう。



第２学年 技術・家庭科指導計画表令和５年度

使用教科書 使用補助教材 教科担当者 時 数

開隆堂学習ノート（技術） 技術分野 澁谷 泰博 週２時間開隆堂 技術・家庭 家庭分野 大野 更子 年７０時間

１ 教科目標

生活の営みに係る見方・考え方や技術の見方・考え方を働かせ，生活や技術に関する実
践的・体験的な活動を通して，よりよい生活の実現や持続可能な社会の構築に向けて，生
活を工夫し創造する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
（ ） 生活と技術についての基礎的な理解を図るとともに，それらに係る技能を身に付け1

るようにする。
（ ） 生活や社会の中から問題を見いだして課題を設定し，解決策を構想し，実践を評価2

・改善し，表現するなど，課題を解決する力を養う。
（ ） よりよい生活の実現や持続可能な社会の構築に向けて，生活を工夫し創造しようと3

する実践的な態度を養う。

２ 評価の観点と評価方法
観 点 の め あ て
評 価 の 方 法観 点

， 。知識及び技能 生活と技術について理解しているとともに それらに係る技能を身に付けている
ワークシート，ペーパーテスト（定期考査等 ，実習及び製作品，実技テスト）
生活や社会の中から問題を見出して課題を設定し，解決策を構想し，実践を評価

思考力 判断力， ，
・改善し，表現するなどして課題を解決する力を身に付けている。表現力等
ノート・ファイル等，レポート，授業観察，製作品(製作過程含)，定期考査
よりよい生活の実現や持続可能な社会の構築に向けて，課題の解決に主体的学びに向かう
に取り組んだり，振り返って改善したりして，生活を工夫し創造し，実践し力，人間性等
ようとしている。
授業観察，自己評価表，レポート

３ 学習計画
【技術分野】

月 題 材 時数 学 習 の ね ら い 備 考

「 生物育成の技術」B
４ ３ 作物の栽培 ６ ・ 作物の生育の特性や条件を知り，
４ 実 習 自分が選択した作物を育てることが
５ 動物の飼育 １ できる。

５ ６ 水産生物の栽培 １ ・ 家畜や水産生物の習性や飼育・栽
７ 生物育成に関する技術 １ 培環境に応じた管理技術があること

６ の評価・活用 を知る。
・ 生物育成に関する技術が，社会や
環境について果たしている役割につ

７ いて理解し適切な評価と活用につい
て考える。

８ 『エネルギー変換の技術』
生活や社会と ２ ・エネルギー変換の技術が生活や社会 １学期期末考査1-1
エネルギー変換の技術 に果た している役割に気づく。 月 日（火）9 12

・エネルギー変換の技術に関する製品 日（水）13
。に込め られた工夫やしくみを調べる
。1-2エネルギー資源の利用 ２ ・燃料を利用した技術のしくみを知る

９ ・発電と送電のしくみを知る。
・安定した発電をするためのしくみを
知る。

電気の利用 １８ ・エネルギー変換効率と省エネルギー1-3
のしくみを知る。

１０ 実習含む ・私たちが利用している電源の種類や
特徴を知る。
・電気エネルギーを光や熱へ変換する
しくみ とその特徴を知る。
・電気エネルギーを動力や音・信号へ
変換するしくみとその特徴を知る。
・電気機器の構成を知る。

１１ ・電気回路を，電気回路を使って表す
ことが できる。



・電気機器の定格について知る。
１２ ・電気機器を安全に利用するためのし
１ くみを知る。

。1-4運動の利用 ２ ・電気機器を保守点検する方法を知る
・電気機器の適切な保守点検ができ。
・動力を伝えるためのしくみとその特
徴を知 る。
・運動を変化させるためのしくみとそ 学年末考査

２ の特徴 を知る。 月 日（木）2 8
３ ・機械的に力や運動を保存し，利用す 日（金）9

るしく みを知る。
・機械部品を固定する方法を知る。
・共通部分の規格について知る。

２ エネルギー変換の技術 ２ ・機械の手入れや点検について知る。
による問題解決 ・機械の製品の適切な保守点検ができ

３ これからのエネルギー る。
変換の技術 ・エネルギー変換の技術を利用した問

題解決 の手順を知る。
・エネルギー変換の技術での学習をふ
り返り， 技術の見方・考え方につい
て考える。

【家庭分野】

月 題 材 時数 学 習 の ね ら い 備 考

４ 衣食住の生活 食生活 ・ 自分の食生活に関心を持ち，健康「 」B
１ 健康と食生活 ９ によい食習慣について考える。

５ ・ 栄養素の種類と働きを知り，中学
生に必要な栄養の特徴について考え

６ る。
・ 食品の栄養的特質や中学生の１日

７ に必要な食品の種類と概量を知り， １学期期末考査
２ 食品の選択と保存 ８ 中学生の１日分の献立を考える。 月 日（火）9 12

８ ・ 食品の品質を見分け，用途に応じ 日（水）13
９ て選択できるようにする。

10
３ 地域の食材と食文化 ４ ・ 地域の食文化について理解する。11
４ 調理をしよう ６ ・ 食品や調理用具等の適切な管理に

ついて理解する。12
・ 基礎的な日常食の調理ができるよ
うにする。

「 」１ 衣食住の生活 住生活B
１ 住まいのはたらき ３ ・ 家族の住空間について考え，住居

の基本的な機能について知る。
２ ２ 健康で安全な住まい ３ ・ 家族の安全を考えた室内環境の整 学年末考査

え方を知り，快適な住まい方を考え 月 日（木）2 8
３ 住まいと地域 ２ る。 日（金）9

３ ・ 住まい方が地域に及ぼす影響を知
り，住まい方の工夫を考える

４ 授業への取り組み方，準備物
技術・家庭科は，技術分野と家庭分野からなり，それぞれの分野に担当教員がいます。

普通教室での授業のほかに木工室や調理室などの特別教室での実習があります。実習の中では，
刃物や火を使うことがあります。怪我を予防し，学習効果を上げるためにも以下のようなことに気
を付けるようにしています。
・ 特別教室への移動は休み時間中に済ませる。
・ 忘れ物をしない。提出物は期限までに提出する。

， ， ， 。・ ノートは 黒板を写すだけでなく 自分で気付いたことも書き込み 常に振り返りに利用する
・ 用具や機械をいたずらしない。また，使用後はしっかりと片付ける。
・ 教え合い，助け合い，わからないことは質問し，授業は常に協力しながら進める。

○ 準備物 技術：教科書，開隆堂学習ノート（技術）
家庭：教科書，ファイル（Ａ サイズ）4

・実習内容により，エプロンや三角巾などが必要な場合があります。
５ 家庭での学習方法

調理実習で習得した調理方法を生かした夕食づくりなど，授業で学んだ内容を実生活の中で実践
することが，学習となります。積極的に家事に参加しましょう。



第３学年 技術・家庭科指導計画表令和５年度

使用教科書 使用補助教材 教科担当者 時 数

開隆堂学習ノート（技術） 技術分野 澁谷 泰博 週１時間開隆堂 技術・家庭
家庭分野 大野 更子 年３５時間

１ 教科目標

生活の営みに係る見方・考え方や技術の見方・考え方を働かせ，生活や技術に関する実
践的・体験的な活動を通して，よりよい生活の実現や持続可能な社会の構築に向けて，生
活を工夫し創造する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
（ ） 生活と技術についての基礎的な理解を図るとともに，それらに係る技能を身に付け1

るようにする。
（ ） 生活や社会の中から問題を見いだして課題を設定し，解決策を構想し，実践を評価2

・改善し，表現するなど，課題を解決する力を養う。
（ ） よりよい生活の実現や持続可能な社会の構築に向けて，生活を工夫し創造しようと3

する実践的な態度を養う。

２ 評価の観点と評価方法
観 点 の め あ て
評 価 の 方 法観 点

， 。
知識及び技能

生活と技術について理解しているとともに それらに係る技能を身に付けている
ワークシート，定期考査，実習及び製作品，実技テスト
生活や社会の中から問題を見出して課題を設定し，解決策を構想し，実践を評価

思考力 判断力， ，
・改善し，表現するなどして課題を解決する力を身に付けている。表現力等
ノート・ワークシート等，レポート，授業観察，製作品(製作過程含)，定期考査
よりよい生活の実現や持続可能な社会の構築に向けて，課題の解決に主体的

学びに向かう
に取り組んだり，振り返って改善したりして，生活を工夫し創造し，実践し

力，人間性等
ようとしている。
授業観察，自己評価表，ワークシート等，レポート

３ 学習計画
【技術分野】

月 題 材 時数 学 習 の ね ら い 備 考

４ 「 情報の技術」 ・ 生活や社会を向上させている情報の技術D
１ 情報とわたしたちの生 １ に気づく。
活

５ ・ コンピュータを構成する要素の種 類や
２ 情報通信ネットワーク １ 役割，ネットワークの構成，情報を伝えるし １学期
の利用 くみ，利用してできる ことを知る。 期末考査

・ 情報通信ネットワーク利用時の危 険性 月 日9 12
（ ）６ や安全に利用するためのしくみ を知る。 火

３ 情報通信ネットワーク １ ・ 情報を扱う際のルールとマナーな どの 日13
（ ）と情報セキュリティ モラルの必要性と適切な利用，人権を保護す 水

７ るルール，知的財産を適切に利用する方法に
４ 情報モラルと知的財産 １ ついて考える。

・ コンピュータが情報を処理する仕 組み
とディジタル化の方法と情報の量，その特徴
について知る。

８ ５ コンピュータと情報処 １ ・ 身の回りにある機器がコンピュータによ
理 って計測・制御されていることに気づき，基

本的なしくみを知る。
９ ６ プログラムによる計測 ４ ・ 情報を処理する手順を知り，目的に合っ 学年末考査

・制御 た手順を考える。 月 日2 8
・ 目的に合ったプログラムを作成すること （木）
ができる。 日10 9
・ （金）情報通信ネットワークの構成と，情報を
利用するための基本的な仕組みを理解し，安
全・適切なプログラムの制作，動作の確認及11
びデバッグ 等ができる。
・ 問題を見いだして課題を設定し，使用す



るメディアを複合する方法と その効果的な12 ７ ネットワークを利用し ５
利用方法等を構想して情報処理の手順を具体た双方向性のあるコンテ
化するとともに，制作の過程や結果の評価，１ ンツのプログラミング

。改善及び修正について考える
２

３ ８これからの情報の技術 ・技術の学習をふり返り，技術の見方・考え
方について確認する。1.5

，技術分野の学習をふり返り
私たちの未来へつなげよう

【家庭分野】

月 題 材 時数 学 習 の ね ら い 備 考

４ 「 １ ・ 自分の成長を振り返ることができる ・ １学期A 1.5家族・家庭生活」 。
５ わたしたちと家族 幼児の発達と生活の特徴を知る ・幼児の 期末考査13 。
６ ２ 幼児の生活と遊び 遊びの意義について理解する。 月 日9 12

（ ）７ ・ 幼児の観察を通して，幼児への関心を深 火
８ め，かかわり方を工夫を考える。 日13

（ ）・ 幼児の年齢や発達の特徴を考えて，幼児 水
９ の遊び道具をつくる。

・ 子どもが育つ環境としての家族の役割に 学年末考査10
ついて理解する。 月 日2 8

３これからのわたしと家族 ３ ・ 家族又は幼児の生活に関心を持ち，課題 （木）11
をもって，家族のよりよいかかわり方や幼 日12 9

１ 児の生活について考える。 （金）
２
３

４ 授業への取り組み方，準備物
技術・家庭科は，技術分野と家庭分野からなり，それぞれの分野に担当教員がいます。３年生

では，１週間おきに技術分野と家庭分野の授業を実施します。
普通教室での授業のほかにコンピュータ室などの特別教室での実習があります。怪我を予防し，
学習効果を上げるためにも以下のようなことに気を付けるようにしています。

・ 特別教室への移動は休み時間中に済ませる。
・ 忘れ物をしない。提出物は期限までに提出する。
・ ノートやプリントは，黒板を写すだけでなく，自分で気付いたことも書き込み，振り返りに利

用する。
・ 道具や機械をいたずらしない。また，使用後はしっかりと片付ける。
・ 教え合い，助け合い，わからないことは質問し，授業は常に協力しながら進める。

○ 準備物 技術：教科書，開隆堂学習ノート（技術）
家庭：教科書，ファイル（Ａ４サイズ）

５ 家庭での学習方法

授業で学んだ知識を使ってよりよい生活の仕方を考え，実践したり，授業で学んだ内容を実生活
の中で実践することが大切です。情報化社会の現代，正しく情報を利用したり発信したりする態度
が求められています。


